
評価

評価

【対応方針】
今年度は、評価システム研修会を開催し、システムの理解と浸透、意識改革を図ります。

総合計画の進捗管理を図り施策の推進に努めます B

職場環境を改善し、市民サービスに寄与します B

評価基準…S（100%以上）、A（90~99%）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

【評価理由】
 総合計画の進捗管理においては、施策評価システムを用い業務の効果的な推進に努めていますが、
活動指標や目標値の設定や、職員全般の意識、浸透面等、まだまだ課題があると認識しており、更な
るブラッシュアップを重ね精度の高いシステムにし、「事業の改善」、「選択と集中」につなげてい
きたいと考えます。

宣言①

宣言②
【評価理由】
 保育業務支援用PCの導入、複合機への統合等により職場環境の改善に努めるとともに、マイナン
バー関連システムの改修を実施し市民サービスの向上を図りました。またシステム等については、ダ
ウンタイムはあったものの総体的には安定したシステム利用環境を提供できました。
 一方、各種委員会の開催及び研修会等への参加については、必要に応じ行いましたが目標には至り
ませんでした。

令和元年度 企画振興部の「実行宣言」

基本方針と使命
 企画振興部においては、平成28年度に策定した『松阪市総合計画 住みやすさ進行中!バージョンアップ
松阪 』に基づき、市民のみなさんと一緒に、「ここに住んで良かった」と思えるまちづくりを推進してい
くことを使命としています。このことから松阪市の未来につながる戦略性をもった企画・調整、行財政改
革、情報化の推進と本庁管内及び嬉野、三雲、飯南、飯高の4つの地域振興局管内における特色ある地域づ
くりを、地域連携、協働という視点でサポートしていきます。
 本年度の主な取組としては、①施策評価システムのPDCAサイクル確立に向けたブラッシュアップ、②改
元や住民情報システムの更新を控える中、システム及びネットワークの安全かつ正確な稼働と市民に役立
つ自治体総合アプリの導入、③「松阪市行財政改革推進方針」及び「松阪市公共施設等総合管理計画」に
基づく行財政効率化への継続した取り組み、④住民自治のあり方検討の継続と、本庁と各地域振興局間の
緊密な情報共有と連携のもと、それぞれの地域がめざすべき姿や課題の解決を地域ともに考え、資源や特
色を生かしたまちづくりによる地域の活性化、などに取り組んでいきます。

平成30年度の評価

作成者
（評価者）

４ 人と地域の頑張る力（地域づくり）

部長 家城 斉和

地域振興担当理事 野呂 隆生

『松阪市総合計画』
との関わり

６ 快適な生活（生活基盤の整備）
７ 市民のための市役所（行政経営）



A

地域主体の個性ある地域づくりを支援します A

交通事故、交通違反を起こさないよう、毎週開催する部内協議等、機会を捉えて部職
員に周知徹底します。

A

評価

評価

評価

宣言③

宣言④

【評価理由】
 「松阪市行財政改革推進方針」に基づく平成30年度の取組については、10項目の「改革の視点」全
てが「達成」もしくは「概ね達成」でありました。市政改革課として同方針を浸透させる取組とし
て、「松阪市行財政改革」と「施設マネジメント」をテーマに市政改革課職員による内部研修を4回、
外部講師による職員研修を2回実施するとともに「行革かわら版 行革ノスゝメ」を年間6回発行し職
員の意識向上を図りました。また、「これからの松阪市行政のあり方庁内検討委員会」において「窓
口関係ワーキンググループ」及び「支所・出張所ワーキンググループ」を設置し横断的な取組を進
め、公共施設マネジメントの推進においては、施設所管課長等で構成する「施設マネジメント推進委
員会」を４回、別途、部局を超えた横断的な協議を8回実施することで課題の整理をするとともに全庁
的な情報の共有が図れたと考えます。

【評価理由】
 平成３０年度の各事業については、おおむね目標値を達成することができました。
 地域振興局においては、地域と関わりの大きい農林水産、建設、教育、上下水道、飯南飯高におい
ては環境の部門も加え、嬉野と三雲、飯南と飯高でそれぞれ合同の会議を定期的に開き、情報共有や
事業の調整、連携を図ることができました。飯南飯高地域においては、過疎地域活性化を考える会の
提案をもとに、観光交流人口の増加や移住促進を図るための事業を進めることができました。また、
嬉野地域においても空き家バンクの取組を始め、物件の登録と新規移住につなげることができまし
た。
 住民自治のあり方については、市の考え方の自治会連合会及び住民協議会に示し、議論を深めた結
果、今後の進め方と方向性について一定の合意を得ることができました。

部局マネジメント方針

【対応方針】
職員の技術向上は当課業務の要となる部分であり、疎かにすることなく継続して取り組みます。さら
に、近年は新技術に対する期待と要請が高まってきている状況にある中、現実的な解を見い出す役割
の重要性に基づいて、改めて積極的に参加していきます。

【対応方針】
職員アンケートを実施することにより浸透状況を検証するとともに、次の行財政改革推進方針策定等
の手がかりとします。

【対応方針】地域及び各部局間との情報共有と連携を積極的に行い、課題解決に向けた議論をしっか
りと行うことによって、それぞれの立場で創意と工夫を凝らし、持続可能な地域づくりに向けた取組
を進めていきます。

「行財政改革」を市職員全体に浸透させる取組を推進します 

評価

職員の時間外勤務については、個々の職員の健康管理に留意し、係単位や課単位など
で効率的・効果的な実施体制に努めます。

A

事務事業の内容や地域情報などについては、市長記者会見や広報誌、SNSなど様々な
媒体を活用し、市民のみなさんにわかりやすい形で情報発信していきます。

A

評価



4 ー ①

6 ー ⑧

7 ー ①

7 ー ③

『松阪市総合計画』関係施策の進捗度

目標/実績
平成30年度 令和元年度

目標 30% 実績 23.6% 評価 B 目標 40.0%

評価
平成30年度

63%実績目標
目標/実績

40%

評価指標

対応方針
住民協議会の広報活動を支援していくとともに、様々なメディアを活用して情報
発信を行い、住民協議会の活動をPRしていきます。

対応方針
住民協議会の広報活動を支援していくとともに、様々なメディアを活用して情報
発信を行い、住民協議会の活動をPRしていきます。

関
係
施
策
１

指
標
①

指
標
②

評価指標 地区住民協議会への参加率

令和元年度
目標 45.0%S

地区住民協議会の認知度

施策名
住民協議会・市民活動の推進

施策番号

指
標
③

評価指標 観光施設の宿泊者数（飯南・飯高管内）

目標/実績

関
係
施
策
４

指
標
①

評価指標

対応方針 施設に係る総コストをもとに目標を見直します。

施策番号 施策名
健全な財政運営
公共施設(建物)の延床面積削減率

目標/実績
平成30年度 令和元年度

目標 6% 実績 1.92% 評価 D 目標 8%

170件 実績 216件 評価 S 目標 200件
対応方針 様々な機会を通じて空き家バンク制度と地域の魅力の情報を発信していきます。

対応方針 引き続き、飯南・飯高地域の魅力を発信し、観光交流人口増をめざします。

関
係
施
策
３

平成30年度 令和元年度
目標 13,000人 実績 15,797人 評価 S 目標 13,000人

関
係
施
策
２

施策番号 施策名
中山間地域の振興

指
標
①

評価指標 空き家バンク利用登録件数(累計)

目標/実績
平成30年度 令和元年度

目標

施策番号 施策名
計画的な行政経営

指
標
①

評価指標 総合計画の認知度

目標/実績
平成30年度 令和元年度

目標 - 実績 - 評価 - 目標 50.0%
対応方針 次期基本計画策定に向け、効果的なアンケート方式により周知を図ります。

指
標
②

評価指標 空き家バンク物件登録軒数(累計)

目標/実績
平成30年度 令和元年度

目標 44軒 実績 69軒 評価 S 目標 50軒
対応方針 地域と空き家の所有者に対し登録の積極的な呼びかけを行っていきます。



係単位や課単位などで業務の均等化を図り、効率的・効果的な実施体制の確立に努
め、時間外勤務の縮減、職員の健康管理につなげます。

部局マネジメント方針
交通事故、違反を起こさないよう、また、コンプライアンス意識の向上について毎週
開催する部内協議等、機会を捉えて部職員に周知徹底します。

宣言② 市民に役立つ情報施策を実現するとともに、業務効率の向上に努めます 
宣言③ 「行財政改革」の取組を継続して進め、持続可能な市政運営をめざします 

宣言④ 地域主体の個性ある地域づくりを支援します!

宣言① 総合計画の適切な進捗管理を図り、効果的な施策の推進に努めます 
令和元年度 「実行宣言」

職員間の情報共有、「報・連・相」の徹底を浸透させ、全体で助け合える職場環境づ
くりを行います。



平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・市民3,000人を対象とした市民意識調査を８月 ９月に実施し、政策や行政サービスに対する市民ニー
ズ等を把握しました。有効回収率は52.1％でした。（前年比7.8％増）
・若者の市政参画を促すため、昨年に引き続き「まつさか若者クラブ2nd season」として、30年後のその
先も「みんな大好き松阪市」であり続けられるためにめざすべき姿をテーマに、８回のワーク ショップ等
を開催しました。
・公民連携窓口「共創デスク」を新たに開設し、民間事業者から公民連携につながる提案をいただく窓口
としました。

【達成できなかったこと】
・令和元年度予算ヒアリングから「施策評価システム」を総合計画の進捗管理ツールとして導入し、評価
結果を反映していますが、より精度の高い評価結果になるよう「活動指標」等の見直しを行う必要があり
ます。

７－① 計画的な行政運営

 経営企画課は、重要施策の企画及び総合調整を担う課として、引き続き、松阪市総合計画に掲げる各施
策を始め、部局を横断する様々な施策についても着実に推進できるよう調整を図ります。また、今年度の
市民意識調査は、従来の紙による方式に加えWebによるアンケート方式も試行する予定で、更なる社会環
境や市民ニーズの的確な把握に努めます。また、平成29年度から試行導入した「施策評価システム」の結
果をより精度の高いものにブラッシュアップしながら、業務の進捗管理を図ると共に効果的な事業の推進
に努めていきます。
 また、国勢調査の準備作業や経済センサスなど統計法に基づく各種基幹統計調査を実施するほか、人口
動態をはじめ各種統計結果をとりまとめ、ホームページ等でわかりやすく情報提供、広報するとともに、
新たな政策形成に向けた統計情報の分析と活用を進めていきます。

課の基本方針と使命
関係する『総合計画』施策

課長 藤木 洋司
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

総合計画の進捗管理を図り施策の推進に努めます 
総合計画の進捗管理を図り効果的な施策の推進に努めます 

組織名 経営企画課 作成者（評価者）



【経営企画課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
60% 93% S 70%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1件 0件 E 1件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
50% 28% C 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
80% 62% B 80%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
A B B A

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
A B B A

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
155人 157人 S 155人

20,458
調査員の登録数 →

現状維持

活動指標

8 各種基幹統計調査事業費 一般 ７－①

活動指標

11,308
調査員の登録数 →

現状維持

839

部局長の実行宣言に揚げる経営企画課の宣言に
対する評価 →

現状維持
6,918

部局長の実行宣言に揚げる経営企画課の宣言に
対する評価 →

現状維持

統計調査一般経費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

7

6
1,064

部局長の実行宣言に揚げる経営企画課の宣言に
対する評価 →

現状維持
1,075

部局長の実行宣言に揚げる経営企画課の宣言に
対する評価 →

現状維持

2,160
課題および施策の抽出数

企画一般経費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

5
超高齢社会対策検討委員
会事業費

一般 ７－①

活動指標 活動指標

162
会合への参加率 ―

終了

→
現状維持

各施策の「数値目標」の達成割合 →
現状維持

活動指標 活動指標

4
若者チャレンジ松阪創造
事業費

一般 ７－①

活動指標 活動指標

757
会合への参加率 →

現状維持

総合計画策定事業費 一般 ７－①3

→
現状維持

市政に対する提案の実行数 →
現状維持

349
市政に対する提案の実行数

2 松阪市政推進会議事業費 一般 ７－①

活動指標

718

1
定住自立圏構想推進事業
費

一般 ７－①

活動指標 活動指標

245
具体的取組の平均進捗率 →

現状維持
470

具体的取組の平均進捗率 →
現状維持

平成30年度 令和元年度

活動指標

4,172
各施策の「数値目標」の達成割合 →

現状維持
165



平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・保育業務支援用タブレットPCを200台導入しました。
・各種システムのダウンタイムを合計するとおよそ50時間でした。
・マイナンバー関連システムを2件改修しました。
・セキュリティ研修を延べ7回開催し、460名が参加しました。
・高性能複合機22台を保守し、利用に供しました。

【達成できなかったこと】
・情報化推進委員会の開催が2回に留まりました。
・セミナー、研修会等への参加が延べ32回に留まりました。

７－① 計画的な行政運営

 情報通信技術は市民に提供している様々なサービスを支えると共に、限られたリソースの下で市の業務
を遂行する役割を担っており、これらの基となるシステム及びネットワークを安全かつ正確に稼働させる
ことが求められています。
 上記の業務を確実に履行していくためには、市の情報やネットワークが安全に保たれている環境を提供
しなければなりません。この中には、市が保有する情報を確実に守るだけでなく、考えられる脅威からの
リスクの極小化に努めることも含まれます。
 また、市民に役立つ自治体総合アプリを導入します。

課の基本方針と使命
関係する『総合計画』施策

課長 田中 靖
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

職場環境を改善し、市民サービスに寄与します 
市民に役立つ施策を実現するとともに、業務効率の向上に努めます。

組織名 情報企画課 作成者（評価者）



【情報企画課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
200台 200台 S 1830台

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
ゼロ 50時間 A ゼロ

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
ゼロ 50時間 A ゼロ

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
- - - 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 4回 B 1件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2件 2件 S 2件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
22台 22台 S 12台

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40回 32回 B 40回

平成30年度 令和元年度

活動指標

217,149
システムダウンタイム →

現状維持
209,680

1 庁内ＯＡ化推進事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

67,341
職員用パソコンの導入 →

現状維持
72,081

職員用パソコン貸与数 →
現状維持

→
現状維持

システムダウンタイム →
現状維持

197,488
システムダウンタイム

2 システム管理事業費 一般 ７－①

活動指標

207,030

4
住民情報システム更新事
業費

一般 ７－①

活動指標 活動指標

-
- …

定期

庁内ネットワーク管理事
業費

一般 ７－①3
システムダウンタイム →

現状維持

活動指標 活動指標

5 情報化推進事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

714

49,234
各システム更新切替時の安定稼働率 …

定期

→
現状維持

情報化推進委員会等の開催 →
現状維持

6,121
自治体総合アプリの導入

20,643
システムの改修 →

現状維持
16,135

システムの改修 →
現状維持

活動指標 活動指標

7 プリンタ等統合事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

2,492
高機能複合機等の保守 →

現状維持

社会保障・税番号制度シ
ステム改修事業費

一般 ７－①6

8 ＩＴ推進一般経費 一般 ７－①

活動指標

3,011
セミナー、研修会等への参加回数（延べ） →

現状維持
3,012

セミナー、研修会等への参加回数（延べ）
活動指標

7,837
高機能複合機等の導入 →

現状維持

→
現状維持



【達成できたこと】
・「部局長の『実行宣言』」では、全事務・事業の定量的な指標を設定し７月に公表、11月には中間評価
を実施し結果を「施策評価システム」基礎データとして数値化し、令和元年度予算編成資料として活用し
ました。
・「実施計画」ヒアリング、施設マネジメント推進委員会、所管課との横断的協議の際に、『公共施設等
総合管理計画』及び『個別施設計画』における進捗状況の確認と見直しを行いました。特に「三雲・天白
公民館」や「飯高学校給食センター宮前調理場」について移転・複合化のスケジュールや課題を整理しま
した。
・「公共施設マネジメント基金」を財源に、「プラザ鈴」「旧営林署住宅」等の除却及び「旧松阪公民
館」の「新福祉会館」への転用を図りました。
・市政改革課職員による職員研修を4回、外部講師による職員研修を2回実施しました。
・「広報まつさか」「市ホームページ」「各種封筒」「モニター広告」等の広告媒体と「ネーミングライ
ツ」を合わせ、1,333万2,513円の広告収入を確保しました。
・行政のあり方庁内検討委員会の中に「窓口関係ワーキンググループ」及び「支所・出張所ワーキンググ
ループ」を置き、「市民にとってわかりやすく利用しやすい」窓口体制の検討を行いました。

【達成できなかったこと】
・今後40 年間の更新費用の推計から『公共施設等総合管理計画』において40 年後の施設削減率を40％と
掲げていますが、現行の削減率は、目標数値と大きくかい離していることから、統廃合や長寿命化の取組
を加速させるとともに、目標としている施設削減率の見直しをする必要があります。

関係する『総合計画』施策
７－① 計画的な行政運営
７－③ 健全な財政運営

課の基本方針と使命
 「松阪市行財政改革方針」の３つの基本方針と10の改革の視点を職員に浸透させることにより、市民の
ための市役所として市民にとって使いやすい市役所をめざすとともに、経営感覚を持ち「選択と集中」を
行い計画的な行政運営をめざします。
 特に改革係はPDCAサイクルと効率的で効果的な組織を念頭に置いた行政運営を推進し、施設マネジメン
ト係は『松阪市公共施設等総合管理計画』と『個別施設計画』等に基づき公共施設の総量の適正化を図
り、全庁的な「行財政改革」に取り組みます。

平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

組織名 市政改革課 作成者（評価者） 課長 岡本 孝雄
関係する

「実行宣言」
平成30年度 「行財政改革」を市職員全体に浸透させる取組を推進します 
令和元年度 「行財政改革」の取組を計画的に行い持続可能な市政運営をめざします 



【市政改革課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
80% 84% S 80%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
3件 4件 S 7件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
72施設

平成30年度 令和元年度

1,014
「行財政改革推進方針」の達成度 →

現状維持

行財政改革推進事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

1,011
「行財政改革推進方針」の達成度

1 →
現状維持

2
公共施設マネジメント推
進事業費

一般 ７－③

活動指標 活動指標

1,607

基金及び起債を活用した施設の除却・集約化件
数 →

現状維持
1,501

基金及び起債を活用した施設の除却・集約化件
数 →

現状維持

3 公共施設点検管理事業費 一般 ７－③

活動指標 活動指標

46,229
質の高い点検調査の実施 →

現状維持



【市政改革課】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40% 43% S 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
3件 5件 S 1件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
80% 88% S 80%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
13件 15件 S 15件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
80% 92% S 80%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1回 1回 S 1回

平成30年度 令和元年度

(1)
「市民のための市役所」
に向けた組織のあり方検
討

７－①

活動指標 活動指標
検討課題に対する取組割合 →

現状維持

検討課題に対する取組割合

(2)
「民間活力の導入」の推
進

新規民間活力導入事業数 →
現状維持

７－①

活動指標 活動指標

７－①

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

新規民間活力導入事業数

各部局の「マネジメント方針」達成度 →
現状維持

各部局の「マネジメント方針」達成度 →
現状維持

(4) 有料広告事業の推進 ７－①

活動指標 活動指標
広告審査委員会媒体数 →

現状維持

広告審査委員会媒体数

(3)
「行政経営品質」改善活
動の推進

(5)
「公共施設マネジメン
ト」に関する職員研修の
実施

公共施設マネジメント研修の理解度 →
現状維持

７－③

活動指標 活動指標

７－③

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

公共施設マネジメント職員研修の理解度

施設カルテの更新・公表回数 →
現状維持

施設カルテの更新・公表回数 →
現状維持

(6) 施設カルテの更新・公表



課長 村林由美子
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 
地域主体の個性ある地域づくりを支援します!

組織名 地域づくり連携課 作成者（評価者）

平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・地域の元気応援事業への応募を検討している住民協議会や市民活動団体をサポートするために応募説明
会を行いました。また審査方法等を見直し、審査員が総合的な評価を容易にできるよう改善しました。
・今後の地域組織のあり方について、地域（住民協議会、自治会等）と方向性についての協議を進めまし
た。
・地域づくり団体サポート事業を市民活動センターの指定管理業務に含めることにより、市民活動セン
ターの「市民活動を支援する総合的な拠点」としての役割をより発揮しやすくしました。
・平成29年度から4年間において徳和と宇気郷を除く地区市民センター（19施設）のトイレを男女別に改
修し、利用しやすい環境改善に努めています。平成30年度は５つのセンターを改修しました。
・田舎暮らしに興味のある人を対象に地域行事の体験や地域住民との交流事業を実施しました。また移住
に取り組む地域を対象に具体的に移住を促進するための実例などを学ぶセミナーを開催しました。

【達成できなかったこと】
・住民協議会の存在や活動への市民の認知不足のため、住民協議会主催の事業等への参加率が目標の30%
に対して23.6％にとどまり、目標を達成できませんでした。

４－① 住民協議会・市民活動の推進

 地域づくり連携課は、社会環境や住民意識の変化によって、地域コミュニティのあり方が変わりつつあ
る中、地域が地域ならではの資源を活用し、創意工夫をもって活性化していく「地域マネジメント」の考
え方に基づき、地域主体のまちづくりを推進しています。
 そのために、住民協議会並びに自治会等の地縁に基づく組織や、市民活動団体、企業等が連携した協働
のまちづくりを進めていくとともに、地域再生への取組の一環として、移住促進を図ります。

課の基本方針と使命

関係する『総合計画』施策
６－⑧ 中山間地域の振興



【地域づくり連携課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40% 63.1% S 70%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
80% 91.4% S 80%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
30% 23.6% B 40%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40団体 38団体 A 40団体

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
460団体 477団体 S 490団体

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
23,000人 22,933人 A 23,000人

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
Ａ Ａ A Ａ

7

2,509

部局長の実行宣言に掲げる地域づくり連携課の
宣言に対する評価

活動指標

2,415

部局長の実行宣言に掲げる地域づくり連携課の
宣言に対する評価 →

現状維持

市民活動センター施設整
備事業費

一般 ４－①

→
現状維持

8 地域づくり連携一般経費 一般 ４－①

活動指標

市民活動センターの登録団体数 →
現状維持

21,076
市民活動センターの登録団体数

1,070
市民活動センターの利用者数 →

現状維持
1,090

市民活動センターの利用者数 →
現状維持

活動指標 活動指標

6
市民活動センター管理運
営事業費

一般 ４－①

活動指標 活動指標

34,060

1,000
げんきアップ松阪への登録数 →

現状維持

→
現状維持

5
地域の元気応援事業市民
活動サポート補助金

一般 ６－⑧

活動指標 活動指標

1,000
げんきアップ松阪への登録数 →

現状維持

住民協議会活動交付金 一般 ４－①4
81,892

市民アンケートにおける「住民協議会」への参
加率 →

現状維持
81,550

市民アンケートにおける「住民協議会」への参
加率 →

現状維持

活動指標 活動指標

→
現状維持

補助メニューに対する満足度 →
現状維持

24,500
補助メニューに対する満足度

1

3 地区集会所建設補助金 一般 ４－①

活動指標 活動指標

25,000

1,746

市民アンケートにおける「住民協議会」の認知
度 →

現状維持

活動指標 活動指標

2
地域マネジメント推進事
業費

一般 ４－①

活動指標 活動指標

1,746

市民アンケートにおける「住民協議会」の認知
度 →

現状維持

松阪市自治会連合会補助
金

一般 ４－①

平成30年度 令和元年度

6,500
年間事業計画の実施率 →

現状維持
6,500

年間事業計画の実施率 →
現状維持



【地域づくり連携課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 平成30年度 令和元年度
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10団体 10団体 S 10団体

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10,000件 11,011 S 10,000件

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10,000件 11,011 S 10,000件

58,834
地区市民センター利用件数 →

現状維持

活動指標

11
地区市民センター施設整
備事業費

一般 ４－①

活動指標

62,000
地区市民センター利用件数 →

現状維持

83,213
地区市民センター利用件数 →

現状維持
87,463

地区市民センター利用件数 →
現状維持

地区市民センター管理運
営事業費

一般 ４－①

活動指標 活動指標

10

→
現状維持

コミュニティ助成事業への応募団体数 →
現状維持

22,500
コミュニティ助成事業への応募団体数

9
コミュニティ助成事業補
助金

一般 ４－①

活動指標 活動指標

22,500



【地域づくり連携課】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 活動指標 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 活動指標 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 100%

平成30年度 令和元年度

(1) 住民自治のあり方検討会 －
地域自治組織の方向性の検討

拡大

中間課題の取りまとめ

拡大



局長 竹内 史郎
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 
地域主体の個性ある地域づくりを支援します 

組織名 嬉野地域振興局 作成者（評価者）

平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・「嬉野地域振興局管理運営事業費」…市民サービスの向上を検討する嬉野三雲連携会議を毎月1回開催し
年12回の目標を達成できました。
・「中山間活性化事業補助金」…嬉野・飯南・飯高で各イベントを実施しました。昨年の10,896人を大き
く上回る14,070人の参加をいただき目標を達成しました。
・「空き家バンク活用補助金」「移住促進の取組」…従来の飯南・飯高地域に加え、今年度新たに嬉野地
域の宇気郷、中郷地区を対象にしたことにより、会議や広報活動を９回開催しました。また登録件数も20
軒とし、目標を達成できました。
・「おどろまいか事業の活性化」…前年度の反省から開催日を検討したことにより参加チーム及び来場者
数の目標を達成できました。

【達成できなかったこと】
・「地域活性化事業費」…嬉野おおきん祭が台風接近により中止となり、代替イベントを開催したものの
大幅な参加者数の減となりました。（例年約15,000人→4,187人)
・「公共施設等総合管理計画に基づく地域集会所の整理」…管内２カ所の集会所譲渡について、地元自治
会との調整に時間がかかり、目標は達成できませんでした。
・「中川新町地域交流センター管理運営事業費」…平成29年度の衆議院議員及び市議会議員選挙の投票者
数２回分が今年度減となっている為、目標達成に至っていません。

４－① 住民協議会・市民活動の推進

 嬉野地域振興局は、各住民協議会の「地域計画」実現に向け、地域連携サポートを充実し、重点課題実
現に向け、地域と社会福祉協議会とともに取組を進めていきます。
 地域が抱える問題は、嬉野宇気郷、中郷の中山間地域では人口減少を含めた超高齢化や獣害対策、中川
地区では都市化によるコミュニティ機能の脆弱化、中原地区は浸水対策と様々で、関係課等と協議を行い
支援を進めていきます。
 また各地域の共通課題は災害問題であり、地域との協力体制をより強化し、安全・安心のまちづくりを
めざします。

課の基本方針と使命

関係する『総合計画』施策
６－⑧ 中山間地域の振興



【嬉野地域振興局】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2,000人 3,260人 S - - -

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
32,000人 16,776人 C 30,000人

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12,000人 14,070人 S 13,000人

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
20,000人 16,250人 B 20,000人

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 ９回 S 5回

メディアや会議等を通じた広報活動の実施 →
現状維持

4,200
メディアや会議等を通じた広報活動の実施

活動指標

249
赤桶集会所ドア取替修繕（8月完了） …

定期

→
現状維持

7 空家バンク活用補助金 一般 ６－⑧

活動指標

3,740

6 地域集会所管理事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

249
赤桶集会所小便器修繕進捗率（6月完了） …

定期

中川新町地域交流セン
ター管理運営事業費

一般 ７－①5
5,337

交流センター利用者数 →
現状維持

6,093
交流センター利用者数 →

現状維持

活動指標 活動指標

8,600
イベント参加者数（15事業） →

現状維持

活動指標

4
中山間地域活性化事業補
助金

一般 ４－①

活動指標

8,600
イベント参加者数（15事業） →

現状維持

13,150
イベント参加者数（９事業） →

現状維持
12,850

イベント参加者数（９事業） →
現状維持

地域活性化事業費 一般 ４－①

活動指標 活動指標

3

市民サービスの向上を検討する嬉野三雲連携会
議の開催回数 →

現状維持
37,030

市民サービスの向上を検討する嬉野三雲連携会
議の開催回数

2
地域づくり支援事業補助
金

一般 ４－①

活動指標
イベント参加者数（4事業） ―

終了
-

1
嬉野地域振興局管理運営
事業費

一般 ７－①

活動指標

活動指標

1,170

→
現状維持

-

平成30年度 令和元年度
活動指標

36,096



【嬉野地域振興局】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2カ所 0カ所 E １カ所

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価

7,300人 7,245人 A
①7,300人
②3,000㎏

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
①20チーム
②700人

①22チーム
②845人

S
①20チーム
②700人

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価

10軒 20軒 S
①250件
②80軒

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
①10バンド
②700人

平成30年度 令和元年度

(1)
公共施設等総合管理計画
に基づく地域集会所の整
理

ー

活動指標 活動指標
地域集会所の譲渡に向けた地域との調整回数 →

現状維持

自治会への譲渡数

(2)
うれしのを美しくする運
動（ごみゼロ運動）の活
性化

①参加者数
②総回収量の削減 →

現状維持

ー

活動指標 活動指標

ー

活動指標 活動指標

拡大

―
終了

参加者数

①出演団体数
②来場者数の増

拡大

①出演団体数
②来場者数の増 →

現状維持

(4)

おやじバンド合戦事業の
活性化

ー

活動指標 活動指標
①出演団体数
②来場者数の増

(3)
おどろまいか事業の活性
化

(5)

移住促進の取組

①空き家バンク利用登録件数
②空き家バンク物件登録軒数

拡大

ー

活動指標 活動指標

ー

活動指標 活動指標

拡大

空き家バンクへの登録軒数

連携会議開催回数 →
現状維持

連携会議開催回数 →
現状維持

(7)

嬉野管内独自の広報誌
「うれしの伝」の発行

ー

活動指標 活動指標
広報誌発行回数 →

現状維持

広報誌発行回数
(6)

三雲地域振興局との情報
共有と連携の推進

→
現状維持

→
現状維持



【嬉野地域振興局】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 平成30年度 令和元年度
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
500人

(8)
ふれあい健康まつりの活
性化

参加者数

拡大

ー

活動指標 活動指標



平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・市民サービス向上を検討する嬉野三雲連携会議を目標通り12回実施し、災害対策や連携のまつりなどに
ついて会議を行いました。
・三雲管内独自の振興局だより「みくも」を年12回発行し、様々な行事の紹介、地域の活動紹介など定期
的に情報発信を行いました。
・住民協議会や自治会、消防団等の行事、会議に参加し連携を図りました。
・地域活性化事業として「武四郎まつり」「鵲七夕まつり」「みくもの七夕笹かざり」を開催し、地域の
活性化を図りました。
・三雲・天白公民館の移転について、関係者と協議を進めていたところ、台風被害などで三雲・天白公民
館の２階が使用できなくなり、時期を前倒しして移転できるよう、調整を図りました。

【達成できなかったこと】
・武四郎まつりの活動指標の目標人数「6,500人以上」が達成できませんでした。平成30年度の実績は
6,000人でした。

４－① 住民協議会・市民活動の推進

 三雲地域振興局は、三雲管内の地域づくりを担い、同時に地域活動の中核と位置づけられる組織です。
地域振興としては、「武四郎まつり」をはじめ、４つの住民協議会や自治会、市民団体と協力しながら地
域の特性を生かし活性化を図っていきます。
 庁舎の維持管理においては、今年度の庁舎2階への三雲天白公民館移転に係る工事を行い、公民館事業と
振興局事業との併設になるため管理運営内容を担当部署と協議し取り決めていきます。また、事務におい
ても効率化を図り経費削減に取り組んでいきます。

課の基本方針と使命
関係する『総合計画』施策

局長 石川 圭一
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 
地域主体の個性ある地域づくりを支援します 

組織名 三雲地域振興局 作成者（評価者）



【三雲地域振興局】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

26,507

市民サービス向上を検討する嬉野三雲連携会議
の開催回数 →

現状維持
26,457

市民サービス向上を検討する嬉野三雲連携会議
の開催回数 →

現状維持

平成30年度 令和元年度

1
三雲地域振興局管理運営
事業費

一般 ７－①

活動指標 活動指標



【三雲地域振興局】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
①12回以上
②６回以上

①15回
②８回

S
①12回以上
②６回以上

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
6,500人以上 6,000人 A 6,500人以上

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

→
現状維持

(4)
嬉野地域振興局との情報
共有と連携の推進

-

活動指標 活動指標
連携の打合せ回数 →

現状維持

連携の打合せ回数

(3)
地域活性化事業として
「武四郎まつり」等を開
催

-

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

各団体との連携のための会議等への出席回数
①自治会・消防団
②住民協議会・その他団体

武四郎まつりの参加者数 →
現状維持

武四郎まつりの参加者数 →
現状維持

(2)
各地域の団体（住民協議
会、自治会、消防団等）
との連携・協力体制

各団体との連携のための会議等への出席回数
①自治会・消防団
②住民協議会・その他団体 →

現状維持

-

活動指標 活動指標

平成30年度 令和元年度

(1)
三雲管内独自の振興局だ
より「みくも」を年12回
発行

-

活動指標 活動指標
月１回の発行 →

現状維持

月１回の発行



平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・飯高地域振興局と連携し、過疎地域の活性化を考える会の意見と提案をもとに「田舎暮らし交流移住促
進事業」と「過疎地域魅力アップ整備事業」を事業化し、観光交流人口の増加と移住促進を図りました。
・地域づくり連携課と連携し、「田舎暮らしお試し住宅」を開設しました。４世帯12人の利用があり、内
１世帯４人が空家バンクを活用し移住しました。また、地域活性化セミナーを５回開催し、人材育成を図
ると共に、移住・定住促進に対する地域の機運を高めました。
・まつさかサイクルチャレンジin香肌峡を実行委員会の協力のもと９月23日から12月２日まで開催し、87
人の参加がありました。
・自然体験イベント（カヌー体験１回、山登り２回）をＮＰＯ法人i sierraと連携し実施しました。
・過疎地域における交流人口促進のため、「恋活in飯南」を開催し、56人の参加がありました。
・地域の魅力を発信する香肌峡ＰＲパンフレットとＷＥＢサイトを作成しました。
・自生つつじの剪定等、つつじの名所である富士見ケ原の整備を行い、地域資源の有効活用につなげまし
た。

【達成できなかったこと】
・なし

４－① 住民協議会・市民活動の推進

 飯南地域振興局は管内の行政サービスと防災の拠点であり、飯高地域振興局及び西部建設事務所、西部
農林水産事務所、西部教育事務所との情報共有を図り、地域課題解決のための各種の事業に取り組んでい
ます。
 飯南管内は、人口減少、少子高齢化という過疎地域特有の課題を解決するため、観光交流人口と移住人
口の増加を柱に、地域と連携・協働しながら、アイデアと行動力、スピード感を持って、地域活動と地域
経済の活性化、安全・安心な暮らしの確保、文化の継承などの事業に取り組んでいきます。
 さらに、この地域の宝である飯南高等学校の活性化、魅力化を支援し、地域を支える人材の育成を図る
と共に、学校の存続に向けた取組を進めていきます。

課の基本方針と使命

関係する『総合計画』施策
６－⑧ 中山間地域の振興

局長 榊原 典子
関係する

「実行宣言」
平成30年度
令和元年度

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 
地域主体の個性ある地域づくりを支援します 

組織名 飯南地域振興局 作成者（評価者）



【飯南地域振興局】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 5回 S 5回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 5回 S - - -

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2回 2回 S 2回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
4回 4回 S 4回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

9
6,097

調整企画会議と進捗管理 →
現状維持

6,521
調整企画会議と進捗管理 →

現状維持

4半期ごとの工程管理 →
現状維持

3,000
4半期ごとの工程管理

田舎暮らし交流移住促進
事業費

一般 ６－⑧

活動指標 活動指標

12,397

5,601
半期ごとの点検 →

現状維持

→
現状維持

→
現状維持

8
過疎地域魅力アップ整備
事業費

一般 ６－⑧

活動指標

移住促進のための空家リ
ノベーション支援補助金

一般 ６－⑧6

7
過疎地域交流施設管理運
営事業費

一般 ６－④

活動指標

5,994
半期ごとの点検

飯南飯高連携会議の開催 →
現状維持

12,032
飯南飯高連携会議の開催

1,500
メディアや会議等を通じた広報活動の実施 ―

終了
-

-
活動指標 活動指標

3

5 出張所管理事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

11,841

4,760
計画、契約、着工、施工、完成時の確認 →

現状維持

→
現状維持

活動指標 活動指標

4
飯南コミュニティセン
ター施設整備事業費

一般 ７－①

活動指標 活動指標

→
現状維持

飯南コミュニティセン
ター管理事業費

一般 ７－①
1,834

庁内の整理整頓とチェック →
現状維持

1,848
庁内の整理整頓とチェック →

現状維持

2
飯南地域振興局施設整備
事業費

一般 ６－⑧

活動指標

2,500
計画、契約、着工、施工、完成時の確認

活動指標

22,566
飯南飯高連携会議の開催 →

現状維持

1,400
計画、契約、着工、施工、完成時の確認 →

現状維持

活動指標

→
現状維持

1
飯南地域振興局管理運営
事業費

一般 ７－①

活動指標

22,172
飯南飯高連携会議の開催 →

現状維持

活動指標

活動指標

平成30年度 令和元年度



【飯南地域振興局】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 3月

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 6回

平成30年度 令和元年度

(1) 飯南かわら版の発行 -

活動指標 活動指標
毎月発行 →

現状維持

毎月発行

(2)
過疎地域の活性化を考え
る会

過疎計画に反映する中間意見集約 →
現状維持

-

活動指標 活動指標

-

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

中期課題の取りまとめ（11月）

連携会議の開催 →
現状維持

連携会議の開催 →
現状維持

(4)
飯南高校活性化のための
検討

-

活動指標 活動指標
中学校等と連携し意識調査の実施(9月） →

現状維持

連携及び支援強化のため定例会議を開催

(3)
飯高地域振興局との情報
共有と連携の推進

拡大



局長 廣本 知律

関係する
「実行宣言」

平成30年度

令和元年度

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 

地域主体の個性ある地域づくりを支援します 

組織名 飯高地域振興局 作成者（評価者）

平成30年度の総括（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・飯南地域振興局と連携し、過疎地域の活性化を考える会の意見と提案をもとに「田舎暮らし交流移住促
進事業」と「過疎地域魅力アップ整備事業」を事業化し、観光交流人口の増加と移住促進を図りました。
・地域づくり連携課と連携し、「田舎暮らしお試し住宅」を開設しました。４世帯12人の利用があり、内
１世帯４人が空家バンクを活用し移住しました。また、地域活性化セミナーを５回開催し、人材育成を図
ると共に、移住・定住促進に対する地域の機運を高めました。
・まつさかサイクルチャレンジin香肌峡を実行委員会の協力のもと９月23日から12月２日まで開催し、87
人の参加がありました。
・自然体験イベント（カヌー体験１回、山登り２回）をＮＰＯ法人i sierraと連携し実施しました。
・地域の魅力を発信する香肌峡ＰＲパンフレットとＷＥＢサイトを作成しました。
・宮の谷渓谷登山道をリニューアル整備し、駐車場の拡大、迂回路、標識等の整備を行いました。
・施設マネジメントの観点から、森出張所を飯高保健センターへ統合する令和元年度予算を計上しまし
た。

【達成できなかったこと】
・地域活性化事業において、参加者500人の目標に「香肌峡ふれあいフェスティバル」を開催しました
が、ふれあい市等への参加が少なかったため、400人余りの参加者に留まりました。

４－① 住民協議会・市民活動の推進

 飯高地域振興局管内は、奈良県境に位置する中山間地域で、市面積の約4割を占める広範囲の行政エリア
を有しており、地域振興局と川俣・森・波瀬出張所が行政サービス及び防災の拠点となっています。
 山間部では、人口減少、高齢化が著しく、集落の維持が危ぶまれる地域が出始めており、高齢者等への
生活支援が課題となっています。
 一方、豊かな自然環境、歴史文化の地域資源に恵まれており、飯南地域振興局との連携のもと、これら
の魅力を発信、活用し、交流人口の拡大から、移住・定住者の増加に繋げ、過疎地域の活性化を図ってい
きます。
 さらに、この地域の宝である飯南高等学校の活性化、魅力化を支援し、地域を支える人材の育成を図る
と共に、学校の存続に向けた取組を進めていきます。

課の基本方針と使命

関係する『総合計画』施策
６－⑧ 中山間地域の振興



【飯高地域振興局】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 5回 S 5回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100%

4 旧消防車庫解体事業費 一般 ５－⑤

活動指標

庁舎内の整理整頓とチェック

2,002
解体工事進捗率（12月末完成） ―

終了

活動指標

3
飯高総合開発センター管
理事業費

一般 ７－①

活動指標
庁舎内の整理整頓とチェック

活動指標

5,514

248
登山道巡視等 →

現状維持
248

登山道巡視等 →
現状維持

→
現状維持

→
現状維持

5,769

市民サービス向上を検討する飯南飯高連携会議
の開催 →

現状維持
35,895

市民サービス向上を検討する飯南飯高連携会議
の開催

飯高山岳救助隊支援事業
補助金

一般 ６－⑧

活動指標 活動指標

1
飯高地域振興局管理運営
事業費

一般 ７－①

活動指標

→
現状維持

2

平成30年度 令和元年度
活動指標

35,830



【飯高地域振興局】事務・事業管理シート（ゼロ予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
6回 6回 S 6回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 80% B 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 3月

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 100%

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12回 12回 S 12回

予算額（千円） 決算額（千円） 方針 予算額（千円） 決算額（千円） 方針

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100% 100% S 6回

(6)
飯南高校活性化のための
検討及び支援

-

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

連携会議の開催

管内中学校等と連携し意識調査の実施(9月） →
現状維持

連携及び支援強化のため定例会議を開催

拡大

(5)
飯南地域振興局との情報
共有と連携の推進

連携会議の開催 →
現状維持

-

活動指標 活動指標

(4)
飯高管内独自の振興局だ
より「飯高とっときだよ
り」の発行

-

活動指標 活動指標
年12回発行 →

現状維持

年12回発行

(3)
過疎地域の活性化を考え
る会

-

活動指標 活動指標

→
現状維持

→
現状維持

参加者数500人

中期課題の取りまとめ（11月） →
現状維持

過疎計画に反映する中間意見集約 →
現状維持

(2)
地域活性化事業
香肌峡ふれあいフェス
ティバルの開催

参加者数500人 →
現状維持

-

活動指標 活動指標

平成30年度 令和元年度

(1)
出張所（川俣、森、波
瀬）業務の効率化

-

活動指標 活動指標
局内ワーキングの開催 →

現状維持

局内ワーキングの開催


